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■
平
成
23
年
度
学
力
向
上
対
策
事
業
の
概
要

　
県
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
「
学
力
向
上
対
策
事
業
」
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
あ
た
っ

て
、
県
下
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
、
基
礎
的
・
基
本

的
な
知
識
及
び
技
能
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
を
養
い
、
本
県
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
定
着
・

向
上
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
す
。

　
山
梨
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
、「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
の
結
果
か
ら
、
全
国
と
同
様
に
知
識
を
活
用
す
る
力

に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
22
年
度
の
調
査
で
は
、
中
学
校
国
語
以
外
は
、
全
国
平

均
を
下
回
り
、
特
に
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
緊
急
に
改
善
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
本
事
業
は
、
次
の
三
つ
の
細
事
業
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
①
学
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

　
　
②
学
力
向
上
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
事
業

　
　
③
学
力
把
握
調
査
事
業

　�

　
県
内
小
・
中
学
生
の
学
力
向
上
を
目
指
し
、
こ
れ
ら
の

細
事
業
を
関
連
さ
せ
て
進
め
て
い
ま
す
。

■
学
力
向
上
推
進
協
議
会
の
設
置

　（
学
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
）

（
１
）
概
　
要

　�

　
学
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
で
は
、
山
梨
県
の
公
立

小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
力
に
関
す
る
取
組
の
中
心
的
存

在
と
し
て
、「
学
力
向
上
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　�

　
こ
の
会
は
、
大
学
教
授
や
市
町
村
教
育
委
員
会
の
代
表
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
、
研
究
指
定
校
の
校
長
等
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
学
力
向
上
対
策
事
業
全
体
を
統
括
し
、
事
業
の
在

り
方
や
事
業
内
容
や
運
営
方
法
を
検
討
し
た
り
、
県
下
全

公
立
小
・
中
学
校
で
行
っ
て
い
る
学
力
向
上
推
進
の
方
法
、

内
容
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　�

　
ま
た
、
本
協
議
会
の
下
に
、
授
業
改
善
プ
ラ
ン
作
成
委

員
会
、
学
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
委
員
会
等
の
委
員
会

を
置
き
、
小
・
中
学
校
の
学
力
向
上
推
進
に
必
要
な
資
料

の
作
成
、
配
布
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
内
　
容
　

　
○
授
業
改
善
プ
ラ
ン
の
作
成
、
配
信

　
　�
　
現
場
の
先
生
方
が
授
業
を
改
善
す
る
際
に
参
考
と
な

る
よ
う
、
次
の
学
力
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
た
「
授

業
改
善
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
　
・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
国
）

　
　
　
対
象
…
小
六
、
中
三
（
国
、
算
・
数
）

　
　
・
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査
（
県
）

　
　
　
対
象
…
小
六
、
中
三
（
理
、
社
、
英
）

　
　
・
つ
ま
ず
き
診
断
検
査
（
県
）

　
　
　
対
象
…
小
三
、
小
五
、
中
二
（
国
、
算
・
数
、
英
）

　
○
学
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
配
信

　
　�

　
こ
れ
ま
で
に
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た

研
究
指
定
校
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
学
力
向
上
に
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
取
組
を
、「
学
力
向
上
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
し
て
作
成
し
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で

公
開
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
学
習
規
律
の
確
立
」

や
「
補
充
学
習
の
実
施
」
等
、
全
13
項
目
、
合
計
45
種

類
の
取
組
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
下
の
全
小
・
中

学
校
で
は
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
自
校
の
実
態
に
応
じ
て

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
○
一
人
一
実
践
、
一
校
一
実
践
の
推
進

　
　�

　
県
下
の
公
立
小
・
中
学
校
で
は
、
各
教
員
が
授
業
改

善
の
課
題
と
目
標
を
設
定
し
、
授
業
の
改
善
を
図
る
「
一

人
一
実
践
」
と
、
学
校
全
体
で
生
活
面
も
含
め
た
学
力

向
上
の
取
組
を
実
施
す
る
「
一
校
一
実
践
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
　�

　
平
成
22
年
度
の
取
組
で
は
、
全
て
の
小
・
中
学
校
で
、

複
数
の
新
た
な
取
組
が
実
施
さ
れ
、
様
々
な
成
果
を
あ

げ
ま
し
た
。

　
　�

　
し
か
し
、「
個
人
差
へ
の
対
応
」「
交
流
や
発
表
活
動

の
充
実
」「
家
庭
と
の
連
携
」
等
の
課
題
も
あ
り
、
こ
れ

ら
は
、
平
成
23
年
度
の
取
組
で
改
善
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
○�

家
庭
・
地
域
向
け
の
啓
発
活
動
（
学
力
向
上
の
集
い
）

の
企
画
、
実
施

　
　�

　
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る
学
力
や
、
家

庭
に
お
け
る
育
成
方
法
に
つ
い
て
保
護
者
及
び
学
校
関

係
者
が
と
も
に
学
ぶ
機
会
と
す
る
た
め
、
学
習
心
理
学

等
を
専
門
と
さ
れ
る
大
学
教
授
か
ら
、
各
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
取
組
内
容
や
、
保
護
者
に
対
し
て
助
言
を
い

た
だ
く
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　�

　
県
下
５
地
区
で
次
の
よ
う
な
日
程
で
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
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● 特集１：「学力向上対策事業」について ●

「
学
力
向
上
対
策
事
業
」
に
つ
い
て

―�

義
務
教
育
課�

―

特�集�１



　
　
・
峡
　
南
　
地
　
区
…
平
成
23
年
11
月
29
日
（
火
）

　
　
・
甲
　
府
　
地
　
区
…
平
成
23
年
12
月
13
日
（
火
）

　
　
・
中
　
北
　
地
　
区
…
平
成
24
年
１
月
24
日
（
火
）

　
　
・
峡
　
東
　
地
　
区
…
平
成
24
年
２
月
７
日
（
火
）

　
　
・
富
士･

東
部
地
区
…
平
成
24
年
２
月
９
日
（
木
）

　
○
各
市
町
村
（
組
合
）
教
育
委
員
会
と
の
連
携

　
　（
学
力
向
上
担
当
者
会
議
の
実
施
）

　
　�

　
学
力
向
上
へ
の
取
組
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
公
立
小
・

中
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
（
組
合
）
教
育
委
員

会
の
担
当
者
間
で
情
報
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

■
学
力
向
上
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
の
指
定
　

　（
学
力
向
上
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
事
業
）

（
１
）
概
　
要

　
　�

　
県
内
５
地
区
に
お
い
て
、
次
の
小
・
中
学
校
計
10
校
を
、

研
究
指
定
校
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
）
と
し
て
指
定
し
、

各
地
区
の
拠
点
校
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　
　
・
中
　
北
　
地
　
区
…
中
央
市
立
三
村
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
杜
市
立
須
玉
中
学
校

　
　
・
峡
　
東
　
地
　
区
…
山
梨
市
立
日
川
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛
吹
市
立
石
和
中
学
校

　
　
・
峡
　
南
　
地
　
区
…
市
川
三
郷
町
立
六
郷
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
身
延
町
立
中
富
中
学
校

　
　
・
富
士･

東
部
地
区
…
大
月
市
立
鳥
沢
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市
立
明
見
中
学
校

　
　
・
甲
　
府
　
地
　
区
…
甲
府
市
立
伊
勢
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
府
市
立
上
条
中
学
校

　
　�

　
こ
れ
ら
の
学
校
で
は
、
各
教
科
等
に
お
い
て
言
語
活

動
や
理
数
教
育
等
の
充
実
を
柱
に
、
確
か
な
学
力
を
身

に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
指
導
法
や
評
価
方
法
に
つ
い
て

実
践
的
な
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
地
域
を
通
し
て

県
下
に
広
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

�

　
ま
た
、
指
定
地

区
ご
と
に
教
員
の

授
業
力
を
高
め
る

た
め
、
計
10
回
の

授
業
力
養
成
講
座

も
開
催
し
て
い
ま

す
。

（
２
）
内
　
容

　
○
授
業
研
究
会
・
事
例
研
究
会
の
開
催

　
　�

　
指
定
校
で
は
、
学
力
向
上
を
目
指
し
、
授
業
の
改
善

に
取
り
組
む
「
授
業
研
究
会
」
と
授
業
外
の
取
組
充
実

を
目
指
す
「
事
例
研
究
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　�
　
い
ず
れ
の
研
究
会
に
も
地
域
の
他
の
小
・
中
学
校
の

教
員
が
参
加
し
、
地
域
内
で
共
同
で
学
力
向
上
に
取
り

組
む
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
○
授
業
力
養
成
講
座
の
開
催

　
　�

　
指
定
校
を
会
場
と
し
て
、
教
員
の
授
業
力
を
高
め
る

こ
と
を
目
指
し
た
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
師
に

は
、
文
部
科
学
省
の
専
門
官
や
そ
の
教
科
等
で
先
導
的

な
実
力
を
お
も
ち
の
方
を
招
い
て
い
ま
す
。

■
つ
ま
ず
き
診
断
検
査
の
実
施

　（
学
力
把
握
調
査
事
業
）

（
１
）
概
　
要

　
　�

　
県
内
の
公
立
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
、
学
習
指

導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
目
標
や
内
容
を
ど
の
程
度
身

に
付
け
て
い
る
か
、
よ
り
早
い
段
階
か
ら
学
習
の
つ
ま

ず
き
を
把
握
し
て
、
指
導
の
改
善
に
生
か
す
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
検
査
の
実
施

　
　
・
期
日
…�

10
月
初
旬
（
平
成
24
年
度
以
降
は
５
月
に
実

施
を
予
定
）

　
　
・
学
年
…
小
三
、
小
五
、
中
二

　
　
・
教
科
…
国
語
、
算
数
（
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
国
語
、
数
学
、
英
語
（
中
学
校
）

（
３
）
結
果
の
集
計
、
分
析
、
活
用

　�

　
県
教
委
で
は
、
県
下
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
か
ら
１

割
（
各
学
年
９
０
０
名
程
度
）
を
抽
出
し
た
後
、
採
点
、

集
計
、
分
析
し
て
、
県
全
体
と
し
て
の
課
題
を
把
握
し

ま
す
。

　�

　
集
計
の
結
果
と
把
握
し
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

が
自
校
の
児
童
生
徒
の
学
力
の
状
況
を
分
析
し
、
改
善
策

を
検
討
す
る
と
き
に
役
立
つ
よ
う
、
改
善
を
図
る
た
め
の

取
組
例
（
授
業
改
善
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
、
公
開
し
ま
す
。

　�

　
ま
た
、
検
査
に
参
加
し
た
学
校
で
、
検
査
結
果
を
踏
ま
え
、

効
果
的
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
検
査
結
果
を
集
計
し
、

結
果
を
印
刷
で
き
る
ソ
フ
ト
の
配
信
も
行
い
ま
す
。

　�

　
各
小
・
中
学
校
で
は
、
各
校
の
状
況
に
応
じ
て
こ
れ
ら

の
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
学
力
向
上
に
対
す
る
「
計

画
―
実
施
―
点
検
―
改
善
」
と
い
う
仕
組
み
を
確
立
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　�

　
ま
た
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ
て
、

市
町
村
（
組
合
）
教
育
委
員
会
と
協
力
し
な
が
ら
、
県
全

体
の
学
力
向
上
を
図
り
、
個
々
の
児
童
生
徒
の
可
能
性
を

伸
ば
す
と
と
も
に
、
地
域
を
支
え
、
世
界
に
通
じ
る
人
を

育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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● 特集１：「学力向上対策事業」について ●

六郷小での事例研究会



【
ス
ー
パ
ー
専
門
高
校
モ
デ
ル
事
業
の
概
要
】

　
平
成
二
十
一
年
度
文
部
科
学
省
か
ら
研
究
指
定
さ
れ
た

「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
事
業
」
は
、
昨
年
度
か
ら
県

の
事
業
「
ス
ー
パ
ー
専
門
高
校
モ
デ
ル
事
業
」
へ
と
引
き

継
が
れ
、
本
年
度
ま
で
研
究
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
研

究
テ
ー
マ
『「
和
紙
を
活
か
し
た
商
品
開
発
と
次
世
代
の

身
延
町
を
担
う
人
材
の
育
成
」
～
西
嶋
和
紙
を
中
心
と
し

た
伝
統
的
地
域
産
業
の
再
発
見
と
そ
れ
を
現
代
に
活
か
す

商
品
開
発
～
』
に
つ
い
て
、
三
年
間
の
研
究
成
果
を
、
紹

介
し
ま
す
。

【
平
成
二
十
一
年
度
（
一
年
目
）
の
取
組
】

　
建
築
イ
ン
テ
リ
ア
科
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
ス
（
略
称
・
Ａ

Ｉ
科
Ｉ
コ
ー
ス
）
と
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
略
称
・
Ｂ
科
）

の
生
徒
が
中
心
と
な
り
、
体
験
学
習
や
職
場
見
学
な
ど
、

地
域
と
連
携
・
協
力
を
し
な
が
ら
、
西
嶋
和
紙
等
の
地
域

産
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
特
に
、「
身
延
町
な
か

と
み
和
紙
の
里
」
で
の
紙
漉
・
色
付
け
体
験
や
、「
富
士

川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
」
で
の
ガ
ラ
ス
工
芸
・
陶
芸
な
ど
、

通
常
校
内
で
は
学
習
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
課
程
の
検
討
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年

度
か
ら
の
学
校
設
定
科
目
の
導
入
と
教
材
テ
キ
ス
ト
の
開

発
が
進
め
ら
れ
、
既
存
授
業
で
は
、
点
描
画
の
作
製
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
二
十
二
年
度
（
二
年
目
）
の
取
組
】

　
年
度
前
半
、
Ｉ
コ
ー
ス
で
は
、
前
年
度
に
生
徒
が
作
製

し
た
点
描
画
作
品
を
も
と
に
、ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
作
製
し
、

Ｂ
科
生
徒
が
県
内
書
店
二
店
舗
で
の
店
頭
配
布
と
西
嶋
和

紙
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
夏
休
み
中
に
は
、

Ｂ
科
生
徒
は
「
和
紙
の
里
」
で
団
扇
を
作
製
し
、
地
元
ホ

テ
ル
で
の
団
扇
の
配
布
と
西
嶋
和
紙
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
、
Ｉ
コ
ー
ス
生
徒
は
校
内
実
習
室
で
木
材
加
工
し
た
材

料
を
使
い
、「
ぴ
ゅ
あ
峡
南
」
で
「
親
子
木
工
教
室
」
を

行
い
ま
し
た
。
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平
成
二
十
三
年
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ー
パ
ー
専
門
高
校
モ
デ
ル
事
業
（「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
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ス
ト
」）
研
究
成
果
報
告
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県
立
峡
南
高
等
学
校�
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特�集�２



　
年
度
後
半
に
は
、
Ｂ
科
生
徒
が
、
県
商
業
研
究
発
表

会
や
峡
南
地
区
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
、
ま
た
県
代

表
と
し
て
関
東
商
業
研
究
発
表
会
で
も
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
一
方
、
Ｉ
コ
ー
ス
で
は
、

校
内
実
習
室
で
の
和
紙
づ
く
り
の
研
究
を
進
め
、
葡
萄

の
皮
な
ど
が
入
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
和
紙
や
、
和
紙
と

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
試
作
品
も
開
発
し
ま

し
た
。

　　
ま
た
、
十
一
月
に
は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
に
初
出
展
し
、
西
嶋
和
紙
の
Ｐ

Ｒ
活
動
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
書
店
や
ホ
テ

ル
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
へ
の
出
展
を
通

し
て
、マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
も
多
く
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

【
平
成
二
十
三
年
度
（
三
年
目
）
の
取
組
】

Ｉ
コ
ー
ス
で
は
、
昨
年
度
和
紙
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
を
組
み

合
わ
せ
た
試
作
品
か
ら
「
和
紙
輝
（
わ
し
あ
か
り
）」
数

種
類
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
和
紙
数
種
類
を
開
発
し
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
が
完
成
し
ま
し
た
。五
月
に
は
、デ
ザ
イ
ン
フ
ェ

ス
タ
に
二
回
目
の
出
展
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
展
示
ブ
ー

ス
に
は
オ
ブ
ジ
ェ
も
製
作
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
販

売
実
践
し
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、
県
商
業
研
究
発
表
会
で

の
実
践
報
告
や
、「
親
子
木
工
教
室
」
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
本
年
度
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
取
り
扱

う
商
業
高
校
物
産
展
に
「
和
紙
輝
」
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
和
紙

を
出
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
興
し
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
「
西
嶋
和
紙
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、
販
売
実
践
を

行
い
ま
し
た
。
販
売
実
践
で
は
、「
和
紙
輝
」・
和
紙
と
も

に
多
数
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
、
消
費
者
の
購
買
傾
向
な

ど
も
リ
サ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
研
究
成
果
と
今
後
の
展
望
】

　
今
回
の
研
究
を
と
お
し
て
、
工
業
・
商
業
の
枠
を
越
え

た
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
商
品
開
発
・
販
売
の
実
践
的
な

活
動
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
地
域
と
の
相
互

理
解
を
深
め
な
が
ら
、
本
校
や
地
域
産
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て

外
部
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
や
他
科
と
の
協
力
な
ど
今
後
の
検

討
課
題
も
あ
り
、
改
善
を
試
み
な
が
ら
、
様
々
な
取
組
を

よ
り
良
い
も
の
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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一
　
は
じ
め
に

　
甲
府
南
高
校
は
、
平
成
十
六
年
度
に
文
部
科
学
省
よ
り

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
指

定
を
受
け
、
将
来
の
国
際
的
な
科
学
技
術
系
人
材
の
育
成

を
目
指
し
、
理
数
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
開
発
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
平
成
十
九
年
度
に
指
定
を
受
け
た
第
二
期
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
そ
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
　
主
な
研
究
活
動
と
そ
の
取
組

○�

第
二
期
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
研
究
課
題
と
特
徴

　
第
二
期
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
研
究
課
題
は
、『「
地
域
の
身
近
な
科

学
事
象
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
科
学
へ
の
視
野
を
開
か
せ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」～
科
学
好
き
か
ら
科
学
者
へ
～
』

と
題
し
て
、
第
一
期
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
研
究
活
動
を
継
続
・
発
展

さ
せ
る
内
容
へ
と
進
化
さ
せ
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
山
梨
の
地
域
性
を
十
分
に
生
か
し
、
地
域
の
自
然

や
科
学
の
事
象
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
開
か
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
二
期
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
特
徴
は
、
全
校
生
徒
を
対
象

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
理
系
、
文
系
を
問
わ

ず
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
必
要
と
な
る
科
学
的
な
も
の
の

見
方
や
考
え
方
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
育

成
を
目
指
し
て
、
全
校
生
徒
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
の
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

○�

学
校
設
定
科
目

　
教
育
課
程
の
開
発
に
お
い
て
は
次
の
四
つ
の
学
校
設
定

科
目
を
設
け
て
い
ま
す
。

①
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
…�

全
学
年
全
ク
ラ

ス
を
対
象
に
、
専
門
分
野
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
教
科
の
教
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
す
る
科
目
の
授
業
に
お
い
て
、
科
学
を
題
材
と
し
た
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
「
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
…
一
年
生
全
ク
ラ

ス
を
対
象
と
し
て
、
身
近
な
科
学
を
テ
ー
マ
に
独
自
の
教

材
を
作
り
、
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成

す
る
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

③
「
Ｓ
Ｓ
科
目
」･･･�

理
数
科
と
普
通
科
理
数
ク
ラ
ス
を

対
象
と
し
、
理
数
科
目
に
お
い
て
応
用
的
・
発
展
的
な
学

習
や
課
題
研
究
な
ど
を
取
り
入
れ
ま
す
。

④
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
Ⅰ
・
Ⅱ
」
…
主
に
、
一
、
二

年
生
を
対
象
と
し
、
自
然
科
学
に
対
す
る
よ
り
実
践
的
な

能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
生
徒
の
進
路
志
望
に
応
じ
て

選
択
で
き
る
科
目
で
、
大
学
や
企
業
と
の
連
携
講
座
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
な
ど
の
研
究
機
関
と
の
連
携
講
座
、
も
の
づ
く

り
を
中
心
に
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
講
座
、
課
題

研
究
な
ど
、
多
く
の

講
座
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
称
す

る
科
学
講
演
会
も
毎

月
の
よ
う
に
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
百
名
を
超
え
る
科

学
者
・
研
究
者
を
お

呼
び
し
て
い
ま
す
。

○�

校
外
研
修

　
お
茶
の
水
女
子

大
学
の
研
究
施
設

で
の
臨
海
実
習
や

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ

カ
ン
デ
を
訪
問
す

る
神
岡
研
修
、
昨
年

度
実
施
し
た
種
子

島
・
屋
久
島
研
修
な
ど
泊
を
伴
う
校
外
研
修
も
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
海
外
研
修
も
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
ア
メ
リ
カ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
へ
の
訪
問
や
ハ
ワ
イ
島
で
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

○�

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
四
つ
の
自
然
科
学
系
の
部
活
動
が
あ
り
、
科
学
好
き
な

生
徒
達
が
集
ま
り
、
課
題
研
究
に
取
組
ん
だ
り
、
各
種
コ

ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
り
、
活
動
が
年
々
活
発
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

三
　
研
究
の
成
果
と
課
題

　
生
徒
の
理
数
科
目
や
科
学
技
術
へ
の
興
味
関
心
が
高
ま

り
、
理
系
を
希
望
す
る
生
徒
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
科
学
系
の
コ
ン
テ
ス
ト
等
で
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大

会
に
出
場
し
入
賞
す
る
生
徒
も
出
る
な
ど
、
取
組
の
成
果

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域

と
の
連
携
強
化
や
成
果
の
普
及
な
ど
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
甲
府
工
業
高
校
で
は
、
人
間
教
育
を
最
重
点
に
「
も
の

づ
く
り
」「
進
学
対
応
」「
部
活
動
」
の
三
分
野
で
、全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
工
業
高
校
を
目
指
す
「
ス
ー
パ
ー
甲
府
工
業
」

構
想
を
指
導
指
針
に
掲
げ
、
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
電
子
科
で
は
「
も
の
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
レ
ゴ
・
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
を
使
用
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
継
続

的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
と
し
て
、
今
年
度
初

め
て
Ｗ
Ｒ
Ｏ
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
で
、
念
願

の
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
の

優
勝
は
、
県
勢
と
し
て
も
初
の
快
挙
で
す
。

Ｗ
Ｒ
Ｏ
と
は

　
Ｗ
Ｒ
Ｏ
（W

o
rld
�R
o
b
o
t�O
ly
m
p
iad

）
は
自
律
型
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
教
育
的
な
競
技
会
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
サ
イ
エ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
発
案
に
よ
り
二
〇
〇
四
年
に
始
ま
り
ま

し
た
。
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
が
各
々
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
自
動
制
御
す
る
技
術
を
競
う
コ

ン
テ
ス
ト
で
す
。
市
販
ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト
（
レ
ゴ
・
マ
イ

ン
ド
ス
ト
ー
ム
）
を
利
用
す
る
こ
と
で
参
加
し
や
す
く
、

科
学
技
術
を
身
近
に
体
験
で
き
る
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
国
際
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
世
界
に
挑
む
」
と

い
う
高
い
目
標
が
子
ど
も
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
を
大

き
く
高
め
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｒ
Ｏ
活
動
の
目
的
は
、
教
育
的

な
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

創
造
性
と
問
題
解
決
力
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

Ｗ
Ｒ
Ｏ
二
〇
一
一

　
図
１
は
Ｗ
Ｒ
Ｏ
大
会
の
開
催
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
日
本
国

内
地
区
予
選
は
小
中
高
校
生
大
会
を
全
て
含
め
る
と
、
全

国
二
十
二
ヶ
所
、
七
二
〇
チ
ー
ム
の
参
加
で
競
わ
れ
ま
し

た
。
本
校
の
チ
ー
ム
は
八
月
八
日
（
月
）・
九
日
（
火
）
の

二
日
間
、
神
奈
川
工
科
大
学
で
行
な
わ
れ
た
厚
木
地
区
予

選
会
を
勝
ち
抜
き
、
日
本
決
勝
大
会
（
全
国
大
会
）
に
駒

を
進
め
ま
し
た
。

　
九
月
十
八
日
（
日
）
に
東
京
の
Ｂ
ｕ
ｍ
Ｂ
東
京
ス
ポ
ー

ツ
文
化
館
（
江
東
区
夢
の
島
）
で
、
Ｗ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

決
勝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
が
出
場
し
た
レ

ギ
ュ
ラ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
高
校
生
部
門
は
、
全
国
の
地
区
予

選
会
出
場
チ
ー
ム
三
七
〇
チ
ー
ム
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
、

三
十
三
チ
ー
ム
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
競
技
課
題
は
、

赤
、
緑
、
青
の
大
小
八
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
指
定
さ
れ
た

場
所
ま
で
速
く
正
確
に
移
動
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
が
ブ
ロ
ッ
ク
の
色
を
認
識
し
て
、
正
確
に
運
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
易
度
の
高
い
課
題
で
す
。
二
回
の

競
技
の
得
点
と
タ
イ
ム
で
競
わ
れ
る
の
で
す
が
、
出
場
全

チ
ー
ム
の
う
ち
二
回
と
も
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
の
得
点
を
獲
得

し
た
の
は
、
本
校
の
チ
ー
ム
だ
け
で
し
た
の
で
、
完
全
優

勝
と
い
え
ま
す
。（
図
２
）

　
二
〇
一
一
年
度
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て

は
、
小
学
生
四
チ
ー
ム
、
中
学
生
四
チ
ー
ム
、
高
校
生
四

チ
ー
ム
が
日
本
代
表
と
し
て
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
十
九

日
（
土
）・
二
十
日
（
日
）
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）・

ア
ブ
ダ
ビ
で
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
大

会
に
は
、
世
界
三
十
二
ヶ
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
二
〇
〇
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ま 

と 

め

　
本
校
が
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
を
始
め
て
か
ら
、

十
三
年
目
で
初
の
全
国
大
会
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
日
本
大
会
優
勝
チ
ー
ム
と
し
て
、
十
一
月
の
世
界

大
会
で
も
優
勝
を
目
指
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｒ
Ｏ
大
会
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
を
通
じ
て
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
生
徒
の
問
題
解
決
能
力
、
ひ
い
て

は
生
き
る
力
が
培
わ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
素
晴
ら

し
い
大
会
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
「
世
界
一
」
を
目
標
に
、

継
続
し
て
大
会
へ
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
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●「世界一」への挑戦　ＷＲＯロボットコンテスト全国大会優勝 ●

「
世
界
一
」
へ
の
挑
戦

　　　　　　　　　Ｗ
Ｒ
Ｏ
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
優
勝
　　 

―�

県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校�

―��

図２　ＷＲＯ Japan 決勝大会 優勝
チーム「Magical Circle」

図１　ＷＲＯ大会の開催イメージ
（提供：ＷＲＯ Japan 実行委員会 

http://www.wroj.org/）



　平成２６年８月に山梨県を含む南関東４都県（千葉

県、東京都、神奈川県）で全国高等学校総合体育大

会（インターハイ）が開催されます。平成２２年度の

沖縄県での開催を最後に都道府県の輪番が一巡し、

平成２３年度からブロック別の開催となりました。本

年度は北東北（青森県、秋田県、岩手県）ブロック

で開催されました。

　本県では平成８年以来の開催となり、８競技が行

われます。皆様方の御協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　

⑴開催時期　平成２６年８月上・中旬

⑵実施競技　３０競技（山梨県８競技）

⑶山梨県開催競技

　　　　　　　　　　

　本年度６月から９月にかけて平成２６年度全国高等

学校総合体育大会「大会愛称・スローガン・シンボル

マーク・総合ポスター図案」を募集しました。９月に

山梨県選考会、１０月に東京都で最終選考会を開催し、

入選作品が決定しました。応募総数、４, ５０７点の中、

山梨県から３部門で５名の作品が入選しました。

　シンボルマークの部では、甲府西高校の栁本薫さん

の作品が見事に最優秀賞に選ばれました。このシンボ

ルマークは総合ポスターの中に描かれるなど、大会の

シンボルとして様々な場面で活用されます。

　また、１０月３１日（月）には最優秀賞、優秀賞入選

者の参加のもと、東京都で表彰式が行われました。賞

状などを授与された最優秀賞入選者は、喜びのコメン

トを述べました。

★最優秀作品

○大会愛称

　「煌
きら

めく青春　南関東総体２０１４」

　白石　璃生さん　桐ヶ丘高校（東京都）

○スローガン

　「君の汗　輝く一滴　勝利の雫
しずく

」

　鈴木　諒介さん　湊中学校（千葉県）

○シンボルマーク

　栁本　薫さん　

　甲府西高校（山梨県）

○総合ポスター図案

　池田麻里子さん　

　小田原城北工業高校

　（神奈川県）

★山梨県入選者

○総合ポスター図案

　・優秀賞　保坂安耶さん　身延高校　　

　・佳　作　菊嶋京子さん　甲府東高校　

○スローガン

　・優秀賞　齊藤一平さん　甲府南高校　

　・佳　作　鈴木圭佑さん　都留高校　　

＜Ｈ２６南関東インターハイ掲載ページ＞

http://www.pref.yamanashi.jp/sports/index.html

（山梨県ＨＰ、スポーツ健康課）
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● 平成 26 年度全国高等学校総合体育大会が開催されます！！ ●

平成２６年度全国高等学校総合体育大会が開催されます！！
～大会愛称等が決まりました～

―�スポーツ健康課�―

①陸上競技 ⑤自転車競技

②卓球 ⑥ホッケー

③サッカー ⑦ウエイトリフティング

④ボート ⑧カヌー

１ 大会の概要

２ 大会愛称等決定、表彰式
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● 特別展「浅川伯教・巧兄弟の心と眼―朝鮮時代の美」 ●

新
し
い
美
の
発
見

　
浅
川
伯
教
（
の
り
た
か
　
一
八
八
四
～
一
九
六
四
）
と
巧
（
た
く
み
　
一
八
九
一
～

一
九
三
一
）
の
兄
弟
は
、
山
梨
県
北
巨
摩
郡
甲
村
（
現
、
北
杜
市
高
根
町
）
で
生
ま
れ
、

大
正
期
に
朝
鮮
半
島
へ
渡
っ
て
活
動
し
た
工
芸
研
究
家
で
す
。
兄
・
伯
教
は
小
学
校
の

教
員
と
し
て
、
弟
・
巧
は
朝
鮮
総
督
府
山
林
課
の
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
工

芸
の
研
究
を
進
め
、
伯
教
は
朝
鮮
陶
磁
研
究
の
第
一
人
者
と
な
り
、
巧
も
朝
鮮
の
陶
磁

器
と
木
工
品
に
つ
い
て
先
駆
的
な
名
著
を
残
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
“
李
朝
”
―
朝
鮮
時
代
（
一
三
九
二
～
一
九
一
〇
）
の
陶
磁
器
に
光
を
あ
て
、

朝
鮮
陶
磁
は
多
く
の
人
々
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

朝
鮮
時
代
の
美
の
紹
介
者

　
兄
弟
は
よ
き
導
き
手
と
し
て
朝
鮮
時
代
の
美
を
紹
介
し
続
け
、
大
き
な
影
響
を
他
に

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
文
芸
・
美
術
雑
誌『
白
樺
』同
人
で
あ
る
柳
宗
悦（
一
八
八
九

～
一
九
六
一
）
は
、
二
人
を
通
じ
て
朝
鮮
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
、
そ
こ
に
、

同
様
に
浅
川
兄
弟
に
よ
っ
て
朝
鮮
陶
磁
の
美
を
知
っ
た
富
本
憲
吉
、
河
井
寬
次
郎
、
濱

田
庄
司
ら
が
加
わ
り
、
民
藝
運
動
の
誕
生
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

浅
川
兄
弟
の
業
績
と
生
涯
を
紹
介

　
彼
ら
の
人
生
は
追
慕
さ
れ
続
け
て

お
り
、
近
年
、
彼
ら
の
活
動
の
先
駆

性
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

展
で
は
、
浅
川
兄
弟
や
柳
宗
悦
が
選

び
抜
い
た
陶
磁
器
、
木
工
品
を
は
じ

め
、
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
へ

寄
贈
さ
れ
た
、
未
公
開
の
伯
教
作

の
絵
画
や
巧
の
原
稿
資
料
な
ど
約

二
〇
〇
点
を
通
し
て
、
近
年
再
評
価

の
気
運
が
高
ま
る
浅
川
兄
弟
の
事
跡
を
、
は
じ
め
て
体
系
的
に
紹
介
し
ま
す
。
本
展
が
、

「
朝
鮮
陶
器
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
た
伯
教
と
、「
韓
国
の
山
と
民
芸
を
愛
し
、
韓
国
人
の

心
の
な
か
に
生
き
た
日
本
人
、
こ
こ
に
韓
国
の
土
と
な
る
」
と
韓
国
に
あ
る
墓
碑
に
刻

ま
れ
た
巧
の
、
心
と
眼
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◎
担
当
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク�

　
日
　
時
／
十
二
月
十
日
（
土
）
午
後
二
時
～
　

　
会
　
場
／
特
別
展
示
室
（
申
込
不
要
、
特
別
展
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
）�

◎
大
人
の
た
め
の
美
術
講
座�

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
の
前
の
ち
ょ
っ
と
お
得
な
レ
ク
チ
ャ
ー
で
す
。

　
日
　
時
／
十
二
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
～
一
時
三
十
分

　
会
　
場
／
総
合
実
習
室
（
申
込
不
要
、
聴
講
無
料
）�

◎
記
念
映
画
会
「
フ
ァ
ン
・
ジ
ニ
　
映
画
版
」�

　 

一
六
世
紀
・
朝
鮮
時
代
に
実
在
し
た
妓
生
（
芸
妓
）
フ
ァ
ン
・
ジ
ニ
の
数
奇
な
生
涯

を
描
い
た
ド
ラ
マ
。
朝
鮮
時
代
の
社
会
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
　
時
／
十
二
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
～

　
会
　
場
／
県
立
文
学
館
・
講
堂
（
申
込
不
要
、
入
場
無
料
、
全
席
自
由
）

■
会
　
場
　
県
立
美
術
館�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
五
五
―
二
二
八
―
三
三
二
二

■
会
　
期
　
十
一
月
十
九
日
（
土
）
～
十
二
月
二
十
五
日
（
日
）

■
休
館
日
　
十
一
月
二
十
四
日
・
二
十
八
日
、
十
二
月
五
日
・
十
二
日
・
十
九
日

■
観
覧
料
　�

一
般
　
一
〇
〇
〇
円
（
八
四
〇
円
）、
大
・
高
生
　
五
〇
〇
円
（
四
二
〇
円
）、

中
・
小
生
　
二
六
〇
（
二
一
〇
）
円
）
＊(

　)

は
二
〇
名
以
上
の
団
体
、前
売
、

宿
泊
者
割
引
料
金
。
小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日
無
料
。

県
内
在
住
の
六
十
五
歳
以
上
の
方
（
健
康
保
険
証
等
持
参
）
は
無
料
。
障

害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
場
合
ご
本
人
と
介
護
の
方
一
名
が
無
料

山
梨
に
生
ま
れ
た
朝
鮮
工
芸
研
究
の
先
駆
者
、
日
韓
交
流
の
架
け
橋
と
な
っ
た
兄
弟

特
別
展
「
浅
川
伯
教
・
巧
兄
弟
の
心
と
眼
―
朝
鮮
時
代
の
美
」　�

―
県
立
美
術
館
―��

青花辰砂蓮花文壺 【浅川伯教旧蔵】
朝鮮時代・18 世紀後半

大阪市立東洋陶磁美術館蔵
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● 企画展「おふどうと名乗った家 ー豪商大木家の３５０年ー」 ●

　
時
は
江
戸
時
代
の
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
四
）。
甲
府
か
ら
江
戸
に
向
か
う

宿
屋
で
、「
井
筒
屋
」
を
名
乗
る
商
家
の
主
と
修
験
者
が
出
会
い
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
修

験
僧
は
宿
代
に
窮
し
て
い
る
様
子
。
そ
こ
で
商
人
は
幾
ば
く
か
の
金
子
を
恵
む
こ
と
に

し
、
僧
は
代
り
に
不
動
尊
像
を
差
し
出
し
ま
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
れ
以
来
「
井

筒
屋
」で
は
慶
事
が
続
き
ま
し
た
。
商
人
は
不
動
尊
の
加
護
を
喜
び
、屋
号
を「
お
ふ
ど
う
」

と
改
め
ま
し
た
。

　
こ
の
言
い
伝
え
に
登
場
す
る
商
人
の
名
は
大
木
喜
右
衛
門
。
甲
府
の
横
近
習
町
（
現

在
の
中
央
二
丁
目
）
に
居
を
構
え
る
呉
服
商
の
五
代
目
で
し
た
。
大
木
家
の
始
祖
は
三

河
国
幡
豆
郡
今
川
荘
を
領
し
て
今
川
氏
を
称
し
た
今
川
国
氏
の
三
男
・
四
郎
政
氏
の
子

政
義
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
南
巨
摩
郡
の
黒
沢
村
近
在
（
現
在
の
富
士
川
町
）
に
移
り
住

ん
だ
後
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
二
）
に
大
木
彦
右
衛
門
が
甲
府
で
呉
服
商

を
始
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
甲
府
商
人
の
頂
点
に
立
っ
た
大
木
家
は
、
明
治
・
大
正
時
代
に
は
銀
行

の
設
立
や
政
治
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
山
梨
の
産
業
・
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も

活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
代
の
当
主
は
豊
か
な
財
力
を
基
盤
に
甲
府
の
庶
民
層
の
文

化
を
牽
引
し
、
特
に
七
代
喬
命
は
私
学
の
振
興
や
芸
術
家
の
育
成
に
励
む
な
ど
、
地
域

に
根
を
下
ろ
し
た
文
化
振
興
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
甲
府
の
街
と
共
に
生
き
た
大
木
家
の
遺
産
は
、
平
成
三
年
に
山
梨
県
に
寄
贈
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
美
術
工
芸
資
料
の
一
部
は
、
す
で
に
平
成
四
年
に
県
立
美
術
館
で

公
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
さ
ら
に
歴
史
・
民
俗
の
資
料
も
加
え
て
展
示
さ
れ
る
初

め
て
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
全
分
野
を
総
合
的
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
甲
府
き
っ

て
の
豪
商
の
暮
ら
し
と
文
化
が
、
よ
り
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
展

示
で
は
、「
お
ふ
ど
う
呉
服
店
」
の
経
営
や
家
族
の
生
活
に
ま
つ
わ
る
資
料
だ
け
で
な
く
、

歌
川
広
重
に
よ
る
五
代
大
木
喜
右
衛
門
夫
妻
の
肖
像
画
、
江
戸
千
家
初
代
川
上
不
白
作

の
茶
入
れ
、
明
治
時
代
の
最
高
級
品
と
し
て
名
高
い
京
都
の
人
形
師
大
木
平
蔵
作
の
五

月
節
供
人
形
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
満
載
で
す
。
三
五
〇
年
の
時
が
凝
縮
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
、
ぜ
ひ
皆
様
の
目
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
主
　
　
催
　
山
梨
県
立
博
物
館

○
開
催
期
間
　
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日
（
金
）
～
三
月
五
日
（
月
）

○
場
　
　
所
　
山
梨
県
立
博
物
館
（
笛
吹
市
御
坂
町
成
田
一
五
〇
一
―
一
）

○
観��

覧��

料
　
常
設
展
の
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
一
般
／
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
）、
高
校
・
大
学
生
／
二
一
〇
円

　
　
　
　
　
　（
一
六
〇
円
）、
小
・
中
学
生
／
一
〇
〇
円
（
八
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
※
各
種
割
引
等
あ
り
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
主
な
イ
ベ
ン
ト
　
　

　
・
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
　
一
月
二
十
八
日
（
土
）、
二
月
十
一
日

（
土
・
祝
）、
三
月
四
日
（
日
）
十
五
時
～
（
一
時
間
程
度
）、
二
月
四
日
（
土
）
十

時
三
〇
分
～
（
一
時
間
程
度
）、
企
画
展
入
口
集
合
（
観
覧
券
が
必
要
）

　
・
収
蔵
品
ゆ
か
り
の
地
ツ
ア
ー
「
甲
府
城
下
に
お
け
る
大
木
家
ゆ
か
り
の
地
ツ
ア
ー
」

　
　
二
月
四
日
（
土
）　
※
詳
細
・
受
付
は
開
催
一
ヶ
月
前
か
ら

○
お
問
い
合
わ
せ
　
県
立
博
物
館
　
電
　
話�

〇
五
五
―
二
六
一
―
二
六
三
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
A
X�

〇
五
五
―
二
六
一
―
二
六
三
二

企
画
展
「
お
ふ
ど
う
と
名
乗
っ
た
家 

― 

豪
商
大
木
家
の
３
５
０
年 

― 

」　�

―
県
立
博
物
館
―��

歌川広重筆　大木喜右衛門夫妻像
天保 12 年 (1841) 頃



　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目指

す「ミュージアム甲斐・ネットワーク」会員施設の紹介をします。

　鳥獣センターでは、傷ついたり、病気になった野生の鳥
や獣、また自分で生活できないヒナや幼獣を主として保護
し、元気になったら自然界に返すことを主な仕事として
行っています。
　また、鳥獣センターでは、
　・ツバメやスズメなどの身近な鳥の保護体験教室
　・野生鳥獣ボランティアの募集・研修
　・野生鳥獣写真コンクールの募集・写真展示
　・中学生、高校生等の職場体験学習
などの事業を行っています。

　このように、鳥獣センターは、野生鳥獣の保護思想の普
及・啓発機能を高めることを目的として活動しています。
住　　所：甲府市和田町 ３００４ －１
電話番号：０５５-２５２-9１６１
休�館�日：月曜日（７・８月を除く）
　　　　　休日の翌日・１２ 月 ２9 日〜１月３日
開館時間：午前９時〜午後４時 ３０ 分
入�館�料：無料
駐�車�場：無料（普通車 １３ 台、バス１台）
U R L：http://www.takedanomori.jp/

　県内でも一番早く、歴史博物館として開館いたしました。
　武田信玄公の菩提寺　乾徳山恵林寺境内にあり、「風林
火山」の孫子の旗をはじめとして、信玄公直筆の書状・古
文書など武田家ゆかりの品々を数多く展示しております。
　また春には、江戸時代から平成までの彩りも華やかなひ
な飾りやつるし飾りを、桃の花まつりとともに１月中旬か
ら４月中旬まで開催しております。
　甲斐が誇る武田信玄公の歴史を四季を通してお楽しみく
ださい。
住　　所：〒 ４０４-００５３
　　　　　山梨県甲州市塩山小屋敷 ２２8０ 番地
　　　　　臨済宗乾徳山恵林寺山内

電　　話：０５５３-３３-４５６０ ㈹　
開館時間：�9：００ 〜 １７：００
　　　　　（但し入館受付は １６：３０ 迄）
休�館�日：�毎週木曜日（但し 4月〜 １１ 月は無休）年末年

始の休館日はお問合せください
観�覧�料：一般 ５００ 円（２０ 名以上　団体 ４００ 円）・
　　　　　小中学生 １００ 円　　
　　　　　恵林寺共通券 ７００ 円
　　　　　（２０ 名以上　団体 ６００ 円）
＊�信玄公や展示物に関する質問等はメールで受け付けてお
ります
駐�車�場：大型バス１５台、普通車１００台、無料

ミュージアム甲斐・ネットワーク  
～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

―�学術文化財課�―
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク〜県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して〜 ●

武田の杜鳥獣センター　（甲府市）

㈶ 信玄公宝物館　（甲州市）

鳥獣センター正門

宝物館正面

保護鳥獣のエサ作り、エサやり体験の様子

宝物館企画展



　古くからその美しい姿で、人々に畏敬の念を抱かせてき

た富士山。県埋蔵文化財センターでは、平成 ２１ 〜 ２３ 年度

までの計画で「山梨県内山岳信仰遺跡分布調査」として、

富士山信仰遺跡に関わる調査を行なってきました。

　主な調査地点は、北口本宮冨士浅間神社、冨士御室浅間

神社、河口浅間神社の各社有地、富士山五合目の森の中に

残された山小屋跡、足和田山山中に残された蓮華寺奥の院

伝承地や御坂山中の大善寺行者堂跡伝承地などです。

　今回、富士山総合学術調査研究委員会と合同で調査成果

の報告会を開催します。富士山信仰に関する調査に携わっ

た学識経験者の方々の話を聞く絶好のチャンスですので、

是非ご参加下さい！！

◆お問い合わせ先　県埋蔵文化財センター

　TEL� 055-266-3016　FAX� 055-266-3882

　URL:http://www.pref.yamanashi.jp/maizou-bnk/

　2008 年度からの２年間、夫のカラチ日本人学校赴任に

帯同し貴重な異文化体験をさせていただきました。イスラ

ム圏初の女性首相ベナジル・ブット氏が暗殺されたばかり

の政情不安定なパキスタン国への赴任でした。

　アラビア海に面しているとはいえ、周囲には乾燥した砂

漠があるため、部屋に入り込む細かい砂埃との格闘が始ま

りました。冬期（12 ～１月）以外は気温 40℃の毎日。計

画停電と言いながら予告なしに毎日何度も数時間。ルール

無視の交通事情にも愕然としました。交差点には物乞いが

溢れ、停車した車に蠅のように群がる光景を見るたびに心

が重くなりました。貧困格差の現実がそこにありました。

イスラム教国ならではのアザーンが鳴り響く街で、早朝か

らモスクに集う人々やバクライードで生け贄にされる山羊

を遠巻きに見聞することができました。

　宗教が生活と深く関わり、「男が外で働き、女は家を守

る」という根強い性別役割分業や女性の識字率が40％であ

ることが、女性の社会進出を阻んでいること。また、この

国の新生児死亡率がどこよりも高い原因に思い至った時、

発展途上国における教育の果たす役割と重要性を痛感しま	

した。

（県立日川高等学校）

　みなさんお元気ですか。今年もあとわずかですね。ところ

で私が勤務している、富士見支援学校旭分校ってご存じでし

たか？よくわかば支援学校ふじかわ分校（「ふじ」と「分校」

が同じだからだと思います）、長野県富士見町の学校や笛吹

市の小学校（「富士見」が同じ）と間違われます。ある先生

は電話で、北海道の有名な旭山動物園と聞き間違われたそう

です。おもしろいですね。（シロクマがいたりして。）

　さて、この旭分校には、心や体、色々な悩みを抱えた子ど

もたちが学んでいます。「受容、傾聴、投影…」これらの言

葉は、富士見支援学校に勤務したことで実体験を伴って理解

することができました。私の場合、頭では想定しているので

すが、思いも寄らない子どもたちの言動（表出）に、正直落

ち込んだり、イラッとしてしまったりの繰り返しです。なぜ

でしょうか？実は子どもの言動を通して、自分自身を見つめ

させられているからだと思います。これってかなりきついこ

とですが、なかなか味わえない経験でもあります。

　では１番うれしい時は、子どもたちがそれぞれの道に向

かって努力している姿を見た時です。いえ、それにも増して、

自己と向き合い悩みもがく姿は、敬服に値するものがありま

す。そんな姿を応援するのが、旭分校なのかもしれません。

ここまでお読みくださったみなさん、旭分校に勤務してみま

せんか。

　…では、よいお年を…	 （県立富士見支援学校旭分校）

日　時：平成 24 年 3月 4日（日）
						　　開場　午後 1：00 ～
場　所：富士吉田市民会館（富士吉田市）
内　容：富士山に関わる学術調査の成果報告と講演

（講演予定者）
清雲俊元氏（県文化財審議会会長）
坂誥秀一氏（立正大学名誉教授）
笹生　衛氏（國學院大学教授）

★「富士山信仰遺跡調査の成果報告＆講演会」を開催します★
県埋蔵文化財センター

らくがき

貴重な体験

土屋　芳子

お元気ですか

平賀希和子

12

● らくがき・「富士山信仰遺跡調査の成果報告＆講演会」を開催します ●

吉田口登山道中ノ茶屋付近の小堂跡の調査 冨士御室浅間神社内片山社土台出土の祭祀遺物
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● 学校紹介／韮崎市立韮崎西中学校・県立上野原高等学校 ●

　本校は、韮崎市内を流れる釜無川を境として、その西側

を学区域とする生徒４７５名が通う学校です。韮崎市は、文

部科学省より平成１9年度から２２年度まで学校給食や食育を

テーマとする事業の委託を受け、本校はその中核校として

様々な取組を行ってきました。

　本年度は、引き続き学校給食を中心とする食教育に取り

組んでいます。

◇ランチルーム給食での食育指導

　各学級ごと学期に１回、ランチルームでの会食を行い、

栄養教諭による食育指導の場としています。年間指導計画

に基づき、１学期は水分補給の仕方について、２学期はス

ポーツ栄養について、生徒が自らの食生活にすぐにいかせ

る内容で指導を行いました。

◇学園祭での給食委員会の取り組み

　給食委員会では、「給食や食事への関心を高め、食べ物

を大切にすることを働きかける」をテーマに、学園祭に向

けて取り組みました。残量調査や好きな給食メニューのア

ンケートを行い、結果を展示したり、日本と飢餓の国との

給食を比較し、残量調査の結果とも合わせて、食べ物を大

切にすることを呼びかける展示物の作成を行いました。

◇世紀を超えて３３年　花かおる学舎

　創立３３周年を迎える本校は開校以来、地元の要望、時代

のニーズに合わせ変革を重ねてきました。

　校歌に歌われる、窓に見える「御前山」、春に若鮎おど

る「鶴川」は変わることなく上野原高校を見守り続け、四

季の移り変わりを伝えてくれています。校歌は校舎が建つ

ここ八ツ沢の地に文教の礎をつくると続き、今では大学も

隣接、まさに上野原市の文教の地となりました。そして、

最後に「上野原花かおるわれらの母校」で締めくくられま

す。今、上野原高校では生徒会を中心に花いっぱい運動を

行っています。

◇県内唯一の進学型総合学科高校

　平成２３年度より進学型総合学科高校として新たな第一歩

を踏み出しました。これまでの普通科・英語科・理数科の

伝統と経験を継承しながら生徒ひとり一人の夢の実現をサ

ポートできる学校になりました。現在は進学を重視した６

つの進路プランを用意し生徒個々の進路希望に合わせた科

目履修の実現に努力しています。

◇夢の実現をサポート

　総合学科高校の特徴である「産業社会と人間」という科

目では、自らの夢を語る「ドリームスピーチ」、大学へ赴

き授業を体験する「高大連携」、職業人の話から将来像の

ヒントを得る「ワーカーズトーク」、職場の最前線を目の

当たりにする「ワークトラベル」等の様々なプログラムの

体験を通して夢の実現の第一歩に役立てられる内容を実施

しています。

体と心を育てる「食教育」
韮崎市立韮崎西中学校

花かおる学舎にうまれた
県内唯一！進学型の「新しい」総合学科高校

 県立上野原高等学校

ランチルーム給食での食育指導 学園祭での展示見学の様子

校長の手ほどきで花植え作業も順調 ワークトラベル（YBS のスタジオで）



　
近
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
、
少
子
化
な
ど
社
会

構
造
の
急
速
か
つ
大
き
な
変
化
に
伴
っ
て
国
民
の
意
識
や

価
値
観
が
多
様
化
し
、
学
校
教
育
に
対
す
る
要
請
も
こ
れ

ま
で
に
な
く
複
雑
で
高
度
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
小
学
校
で
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
と

な
り
、
来
年
度
以
降
も
中
学
校
、
高
等
学
校
で
順
次
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
内
容
も
変
化
し
て
い

ま
す
。

　
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
各
学
校
の
今
日
的
な
教
育
課
題
を
把
握
し
、
そ
の

課
題
解
決
の
た
め
の
各
種
調
査
・
研
究
や
指
導
計
画
・
指

導
方
法
の
研
究
及
び
開
発
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
研
究
開
発
部
で
は
研
修
主
事
に
よ
る
具
体
的
な
実
践
研

究
を
企
画
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
県
内
各
学
校
や
他
の
教

育
機
関
に
普
及
・
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修
事
業
や
各
学
校
の
校
内
研
究
会
へ

の
訪
問
支
援
事
業
等
に
活
用
し
て
、
本
県
の
学
校
教
育
の

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
学
校
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
実
践
的
な
研

究
と
し
て
「
言
語
活
動
に
重
点
を
置
い
た
、
知
識
活
用
能

力
を
育
成
す
る
指
導
と
評
価
の
在
り
方
」
を
研
究
課
題
に

設
定
し
ま
し
た
。
①
教
科
・
領
域
②
教
育
相
談
③
特
別
支

援
教
育
④
情
報
教
育
⑤
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査
の
五
つ

の
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各
研
修
主
事
は
こ
れ
ま
で
本
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
き
た
研

究
や
、
新
学
習
指
導
要
領
、
山
梨
県
学
校
教
育
指
導
重
点
、

学
校
現
場
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
踏
ま
え
、
研
究
主
題
を

設
定
し
、
研
究
協
力
校
の
支
援
を
得
な
が
ら
、
実
践
的
な

研
究
（
主
事
研
究
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
研

究
成
果
の
報
告
の
場
と
し
て
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
三

日
（
木
）
に
研
究
発
表
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
本
年
度
は

よ
り
充
実
し
た
研
究
発
表
大
会
を
目
指
し
て
、
都
留
文
科

大
学
の
福
田
誠
治

副
学
長
に
よ
る
特

別
講
演
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
多
く

の
教
育
関
係
者
の

方
々
に
御
来
所
い

た
だ
き
、
活
発
な

議
論
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
教
育

現
場
で
の
指
導
改

善
に
役
立
て
て
く

だ
さ
る
よ
う
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

○
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査
に
つ
い
て

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
並
ん
で
、
本
セ
ン
タ
ー

で
は
県
内
公
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
く
教
育
課
程
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
各
教
科
の
目

標
や
内
容
に
照
ら
し
た
学
習
の
実
現
状
況
と
子
ど
も
た
ち

の
学
習
に
対
す
る
意
識
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
義

務
教
育
課
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
調
査
結
果
の
分
析
や

考
察
を
行
い
、
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
の
問
題
点
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
改
善
策
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
調
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
二
月
の

研
究
発
表
大
会
で
報
告
し
、
そ
の
後
、
調
査
報
告
書
（
Ｃ
Ｄ
）

を
作
成
し
、
県
内
各
学
校
や
他
の
教
育
機
関
に
配
付
す
る

予
定
で
す
。

○
一
般
留
学
生
研
究
に
つ
い
て

　
教
員
の
資
質
向
上
と
指
導
力
の
充
実
を
図
り
、
県
内
学

校
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

本
年
度
は
二
名
の
一
般
留
学
生
が
本
セ
ン
タ
ー
で
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
「
教
科
指
導
と
評
価
」（
中
学
校

数
学
）
と
「
言
語
活
動
の
充
実
」（
小
学
校
社
会
）
を
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
、
本
セ
ン
タ
ー
の
主
事
に
よ
る
指
導
や
県
内
各

学
校
の
協
力
の
も
と
、
現
場
で
の
授
業
実
践
と
検
証
を
重

ね
な
が
ら
研
鑚
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　○
情
報
・
資
料
収
集
と
学
校
支
援
に
つ
い
て

　
研
究
開
発
部
で
は
、
県
内
外
の
学
校
と
教
育
機
関
か
ら

研
究
紀
要
や
学
習
指
導
案
、
研
究
文
献
を
収
集
し
、
公
開

し
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
内
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
お
い
て

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
コ
ン
テ
ン
ツ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
検
索
す
る
と
必
要
な
情
報
が
得
ら

れ
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
県
内
各
学
校
の
研
究
主
題
、
本
セ

ン
タ
ー
の
研
究
紀
要
は
「
調
査
・
研
究
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら

御
覧
に
な
れ
ま
す
。
現
在
、
更
な
る
資
料
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
よ
り
活
用
し
や
す
い
方
法
を
考
え
、
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
現
場
の
先
生
方

へ
の
有
効
な
指
導
方
法
の
提
案
や
助
言
、
研
究
の
成
果
や

適
時
な
教
育
情
報
の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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● 学校教育を支援する実践的調査・研究を目指して ●

学
校
教
育
を
支
援
す
る
実
践
的
調
査
・
研
究
を
目
指
し
て

―�

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
　
研
究
開
発
部�

―

主事研究の所内中間発表会のようす



山梨県神社庁

　（http://www.yamanashi-jinjacho.or.jp/）

　　　　　　　神道や日本の神話、山梨県内の神社について解説しています

　  神社の由緒を調べる　その１　名前から調べる

　武田神社や浅間神社など大きな神社は、由来や祭神などを１冊で調べることができる冊子を作っています。

また、1868 年に県下の神社・寺院から提出された由緒書をもとにした『甲斐国社記寺記』では、当時の主だっ

た神社の様子を調べることができます。

『武田神社誌』（武田神社編　乙黒松音　1989）

『甲斐一之宮　浅間神社誌』（鎌田純一編　浅間神社　2005）

　  神社の由緒を調べる　その２　地域から調べる

　各市町村で作成された市町村誌の大半には、地域内の神社を紹介する項目が設けられており、小さな神社ま

で記述している市町村誌もあります。また地域の文化財として紹介した資料や、観光スポットとして紹介した

資料も作成されています。

　  神社の内部（構造）を調べる

　重要文化財などに指定された貴重な建造物が修理または解体される場合には、調査報告書が作られるため、

詳しい構造が調べられます。また、各自治体は施設の保存のため様々な調査を行っており、内部構造がわかる

調査報告書もあります。

『重要文化財窪八幡神社修理工事報告書』（重要文化財窪八幡神社修理委員会　1957）

『山梨県史　文化財編』（山梨日日新聞社　1999）

　  神社の伝説（民俗）を調べる

　県内各地に土地の神様や神社にまつわる伝説や民話が多数残され、採録されています。また、民俗

調査によって、お祭りや伝統行事など、どのように祀られてきたか調べることができます。

『甲斐の伝説』（土橋里木編著　第一法規　1975）

『山梨県の祭り・行事　山梨県祭り・行事調査報告書』（山梨県教育委員会　甲府　1999）』

　  神社の神様を調べる

　諏訪神社のように全国各地で祭られている神社や神様を調べる場合は、郷土資料だけでなく、調査研究室に

ある資料もあわせて調べるとよくわかります。

『神道事典』（国学院大学日本文化研究所／編　弘文堂　1994）

『日本神名辞典』（神社新報社　1995）』

◇ 山梨県の神社について調べる ◇
＊＊＊レファレンスの道具箱＊＊＊

山梨県立図書館　

インターネットで調べる

※今回紹介した資料以外にも関連資料を所蔵しております。ご利用ください。
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● レファレンスの道具箱 ●



山梨の文化財

県
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

　
　
甲
府
城
跡
出
土
遺
物
（
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
）

（
平
成
二
十
三
年
九
月
一
日
）

　

甲
府
城
は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
か
ら
県
庁
周
辺
に
築
か
れ
た
山
梨
県
で
唯
一
の
高
石
垣
を
も

つ
近
世
城
郭
で
す
。
甲
府
城
が
築
か
れ
た
の
は
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
年
）
の
武
田
氏
の
滅

亡
後
、
甲
斐
国
が
豊
臣
秀
吉
の
支
配
下
と
な
っ
た
約
四
百
年
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
甲
府

城
は
一
条
小
山
と
称
さ
れ
る
独
立
丘
陵
上
に
築
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
場
所
に
は
一
蓮
寺
（
現

在
は
甲
府
市
太
田
町
に
移
転
し
て
い
る
時
宗
の
寺
院
）
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
甲
府
城
跡
は
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
年
）
に
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
都
市
公
園
「
舞
鶴
城

公
園
」
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
お
り
、
平
成
二
年
か
ら
の
公
園
整
備
に
よ
っ
て
稲
荷
櫓
復
元
や

石
垣
改
修
な
ど
が
行
わ
れ
、
現
在
は
本
丸
付
近
で
鉄
門
（
く
ろ
が
ね
も
ん
）
の
復
元
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
整
備
時
に
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
甲
府
城
や
一
蓮
寺
に
関
わ
る
遺
物

が
出
土
し
、
様
々
な
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
既
に
「
甲
府
城
跡
出
土
金
箔
鯱
瓦
」

「
甲
府
城
跡
出
土
飾
瓦
」
と
し
て
県
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
指
定
さ
れ
た
の
は
瓦
以
外
の
遺
物
で
あ

り
、
石
製
品
一
七
点
、
金
属
製
品
一
点
、
木
製

品
四
点
の
合
計
三
二
点
で
す
。
石
製
品
に
は
宝

篋
印
塔
二
点
、
石
仏
十
一
点
、
石
臼
四
点
が
あ

り
ま
す
。
金
属
製
品
に
は
銅
製
の
釘
隠
二
点
、

柄
鏡
一
点
、
鉄
砲
砲
弾
二
点
、
輪
宝
六
点
、
慶

長
一
分
金
一
点
で
す
。
ま
た
、
木
製
品
は
狭
間

の
部
材
四
点
と
な
り
ま
す
。
今
回
指
定
さ
れ
た

遺
物
は
、
甲
府
城
の
築
城
以
前
の
土
地
利
用
や

甲
府
城
内
の
建
物
や
日
常
生
活
や
祭
祀
の
様
子

を
解
き
明
か
す
も
の
で
あ
り
、
甲
府
城
の
歴
史

性
を
示
す
資
料
と
し
て
価
値
の
高
い
も
の
で
す
。

表紙を飾る

作品タイトル

「Ｍ y　favo r i t e」

　私は中学 3年間バレーボール部に所属してい

ました。もう引退してしまいましたが、今でも

バレーボールは大好きです。また、ピアノを弾

くことも大好きです。そんな今の私に欠かせな

いものを自画像の中に表現しました。自分を描

くということは、思っていた以上に難しく、顔

の一つ一つのパーツのつくりや位置をとらえる

ことが思うようにいかず大変でした。完成する

までに時間がかかりましたが、納得のいく作品

になったと思います。

　　　　　　　　　　　　指導者：鈴木　美穂

上
野
原
西
中
学
校

　　
３
年

　
　
　
髙
林
　
彩
香
　

県
立
美
術
館

■
特
別
展

「
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ　

　
　

い
の
ち
の
輝
き
、
子
ど
も
の
い
る
風
景
」

　
　
　
　
　
　

１
／
10
～
３
／
４

県
立
博
物
館

■
企
画
展

　
「
お
ふ
ど
う
と
名
乗
っ
た
家

　
　
　
　
　

― 

豪
商
大
木
家
の
三
五
〇
年 

―
」

１
／
27
～
３
／
５

県
立
考
古
博
物
館

■
「
甲
州
市
内
の
出
土
品

　
　
　
　
　

～
勝
沼
氏
館
跡
の
発
掘
調
査
～
」

　

12
／
10
～
１
／
29

県
立
文
学
館

■
新
収
蔵
品
展

　
「
直
筆
の
あ
じ
わ
い
」 

　

２
／
２
～
３
／
21

教
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／
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五
五
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）
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「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に�E-mail�又は FAXして下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 － 223 － 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html

輪宝（江戸時代の地鎮具）

主な行事予定


